
会場での直接参加、オンラインでの聴講を御希望の方はともに以下の URL からお申込みください。
                 https://ws.formzu.net/dist/S917620527/
　なお、会場での直接参加のお申込みにつきましては 2 月 9 日 ( 金 ) 締切とさせていただきます。
　定員（40 名を予定）の関係上、御希望に沿えない場合がございますので、悪しからず御了承ください。

【第一部】
13:00　開会挨拶　	
　 柘植 芳文　外務副大臣
13:10　基調講演　	
　ポープ・エイミー　IOM 事務局長
13:20　講演
　中野 理美　文部科学省 総合教育政策局 国際教育課長

【第二部】
13:50　事例発表
　「OECD 諸国における学習支援とキャリア支援」　
　セルナ・ルーシー　OECD 教育・スキル局 上級分析官
14:10　事例発表「韓国における学習支援とキャリア支援」
　ソン・サンファン　ソウル大学教育学部 ドイツ語教育学科 教授
14:30　事例発表
　「愛知県豊橋市における学習支援とキャリア支援」
　築樋 博子　愛知県豊橋市教育委員会 外国人児童生徒教育相談員
14:45　質疑応答

【第三部】
15:10　パネルディスカッション
　テーマ「外国人の子どもの学習支援とキャリア支援」
　
　モデレーター：
　　山脇啓造　明治大学国際日本学部教授

　 パネリスト：
　　佐藤 郡衛　( 独法 ) 国際交流基金 日本語国際センター所長
　　土屋 隆史　横浜市立横浜吉田中学校 副校長
　　海老原 周子　( 一社 ) kuriya 代表理事
　　宮城 ユカリ　COLORS メンバー

16:55　閉会挨拶
　岩本 桂一　外務省 領事局長

　外務省と国際移住機関 (IOM) では、2005 年以来、国際フォーラムを開催し、日本社会の共生に関する理解を
深めるための諸課題や好事例等を紹介しています。
　2023 年 6 月末現在、在留外国人数は約 322 万人と過去最高を記録し、増加傾向にありますが、これに伴い、
外国人の子どもの数も増加し、就学や日本語指導、そして進路の選択に至るまで、学校内外での総合的な支援が
求められており、各地で様々な取組がなされているところです。
　19 回目となる今回のフォーラムでは、「外国人の子どもの学習支援とキャリア支援」をテーマとし、国内外の
有識者をお招きして、本テーマについて、御講演をいただき、好事例を共有いたします。
　 さらに、実際に外国人の子どもの教育や支援にかかわっておられるパネリストによる議論も予定しております。
　これからの共生社会の担い手となる、外国人の子どもへの適切な支援とは何かを考える場になれば幸いです。
　皆様の御参加を心よりお待ち申し上げます。

日時 2024 年 2 月 27 日 ( 火 )　13 : 00 ～ 17 : 00

外務省・国際移住機関（IOM）主催
後援 文部科学省・一般財団法人 自治体国際化協会（クレア）

   令和 5年度　外国人の受入れと社会統合のための国際フォーラム

「外国人の子どもの学習支援とキャリア支援」

言語 日英同時通訳

形式 会場参加及びオンライン配信（事前登録制）
　　≪会場≫ 外国人在留支援センター（FRESC）　大会議室
　　　　　　 東京都新宿区四谷 1 丁目 6 番 1 号　四谷タワー 14 階
　　≪アクセス≫各線四ツ谷駅より徒歩　※公共交通機関をご利用ください

【 参加方法【 参加方法】】

主催：外務省　https://www.mofa.go.jp/mofaj/　　国際移住機関（IOM）   https://japan.iom.int/

※本フォーラムは事前申込み制とさせていただきます。事前申込みをされていない方は御聴講できませんので、予め御了承ください。
※申込みの際に御記入いただきました個人情報は、適切に管理し、本フォーラムの運営のためにのみ使用します。
※申込み後、自動返信が届かない場合は、以下までお問い合わせください。

　フォーラムに関するお問い合わせはこちら：intl-forumfy2023_registration@ec-pro.co.jp

【 プログラム（予定）【 プログラム（予定） 】 】


